
概要
筋力トレーニングによる筋肥大は、運動により骨格筋細胞内の
mTORC1と呼ばれる酵素の活性化を介したタンパク質合成の亢進
が重要なイベントであると考えられてきた。
我々は運動による骨格筋の収縮タンパク質の合成はrapamycinに
よるmTORC1阻害条件下でも抑制されない可能性を見出した。
この観察は同時にmTORC1の活性化は筋タンパク質合成以外の制
御を通じて筋肥大に関与している可能性を示唆するものである。
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